
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　写真右は嘉島東小の入学式。続いて時計回りに

▽西小入学式に向かう新１年生 ▽入学式を前にし
た嘉島中の新入生 ▽町子育て支援センター「あい
あい」祭り ▽サントリーの工場コンサートでタク
トを振る佐渡裕さん。招かれた震災被災者に「次
の一歩」への勇気と希望を届けるような弦楽器の
調べが工場に響き渡りました。

○県議選…増永、大平の両氏当選②
○誘致企業、町内に相次ぐ……③
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○新年度の町予算点検……④～⑤
○坂井さんご夫妻、献納者に…⑥
○町農業委員会が初会合………⑥
○サントリー工場に佐渡裕さん⑦
○特集「入学・入園」……⑧～⑨

○町消防団、新体制へ…………⑩
○町公民館講座の開講式………⑪
○先生、水の郷にようこそ！⑫～⑬
○嘉島東小の小野校長に聞く…⑬
○お知らせ情報館…………⑮～⑲
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本
県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
７
日

に
投
開
票
さ
れ
、
定
数
の
２
議
席

を
３
人
の
候
補
者
が
争
っ
た
嘉
島

町
な
ど
の
上
益
城
郡
選
挙
区
で
は

増
永
慎
一
郎
、
大
平
雄
一
の
両
氏

が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
は
役
場
な
ど
町
内
４

投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
午
後

９
時
か
ら
町
民
体
育
館
で
即
日
開

票
。
告
示
日
翌
日
の
３
月
30
日
か

ら
投
票
日
前
日
の
４
月
６
日
ま
で

の
８
日
間
、
役
場
に
は
期
日
前
投

票
所
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
町
有
権
者
数
は
７
４
７

２
人
（
男
３
６
０
８
人
、
女
３
８

６
４
人
）。
投
票
率
は
43
・
32
％

（
う
ち
期
日
前
投
票
13
・
86
％
）

で
、
前
回
よ
り
０
・
32
㌽
低
く
な

り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
嘱
託
員
会
議
の
新
年
度

初
会
合
が
４
月
18
日
、
町
役
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
13
区
の
う

ち
新
任
と
再
任
の
嘱
託
員
７
人
に

荒
木
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
か
ら
「
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
、
町
の
発
展
に
お

力
添
え
く
だ
さ
い
」
と
要
請
を
受

け
て
議
事
に
入
り
、
町
道
の
改
良

工
事
や
水
稲
な
ど
農
事
カ
レ
ン

　

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
前
半

戦
と
な
っ
た
任
期
満
了
に
伴
う
熊

ダ
ー
な
ど
の
連
絡
、
調
整
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

各
区
の
区
長
と
し
て
地
域
の
世

話
役
を
務
め
る
嘱
託
員
の
方
々
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

新
任
、
再
任
の
嘱
託
員
は
次
の

通
り
で
す
。（
◎
新
任
、
○
は
再

任
、
敬
称
略
）

行
政
区

氏　

名

○

上
六
嘉

西
村　

正
憲

◎

北
甘
木

牛
嶋　

文
男

○

井
寺

清
村　

幸
成

○

下
六
嘉

工
藤　

信
治

○

上
島

田
上　

要
一

○

上
仲
間

清
﨑　

正
文

◎

犬
渕

中
﨑
惠
津
夫

新
年
度
の
初
会
合
開
き
交
付

新
年
度
の
初
会
合
開
き
交
付

県
議
選
・
上
益
城
郡
区
の
投
票
が

行
わ
れ
た
嘉
島
町
第
３
投
票
所

立候補者 党　　派 得　票　数

田端　幸治 無　所　属
607

11,256

大平　雄一 自由民主党
1,045
12,365

増永慎一郎 自由民主党
1,523
13,772

※ 

得
票
数
上
段
は
嘉
島
町
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
表
し
た
町
内
の
最
終

結
果
。
同
下
段
は
上
益
城
郡
選
挙

区
の
結
果
。

嘉島町 男 女 計

選挙当日有権者数 3,608 人 3,864 人 7,472 人

投 票 者 数 1,549 人 1,688 人 3,237 人

うち期日前投票者数 461 人 573 人 1,034 人

投　 票　 率 42.93% 43.69% 43.32%

前 回 投 票 率 44.49% 42.88% 43.64%

町投票率町投票率 43.3243.32％％
上益城郡区  増永、大平両氏が当選

町嘱託員の新年度初会合に当たり、再任と新
任の嘱託員に委嘱状を手渡す荒木町長

嘉
島
町

新任・再任７氏
 嘱託員に委嘱状

県 議 選
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同
運
輸
の
新
倉
庫
は
下
仲
間
・

上
仲
間
計
画
地
区
に
昨
春
進
出
し

た
移
動
棚
メ
ー
カ
ー
金
剛
の
南
隣
。

約
１
万
４
千
平
方
㍍
の
敷
地
で
は

さ
ら
に
倉
庫
１
棟
を
増
設
す
る
第

２
期
整
備
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
仲
間
に
完
成
し
た
熊
本
交
通
運

輸
の
定
温
倉
庫

　平成から令和への改元を前にし
た今春、嘉島町は新たな物流拠点
の完成、家電量販店オープン、さ
らには誘致企業の社屋・工場建設
着手が相次ぎました。

誘致企業誘致企業
続続々々とと

元気な嘉島へ元気な嘉島へ

●ケーズデンキ嘉島店開店●

●倉岡紙工が地鎮祭●

●新興運送も起工式●

●熊本交通運輸の物流拠点●

ン
な
ど
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

県
内
で
12
店
目
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

芝
原
地
区
で
は
、
同
店
の
ほ
か

に
も
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
整
備

計
画
が
進
む
な
ど
国
道
を
挟
ん
だ

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
と
合
わ
せ
、

商
業
施
設
の
集
積
が
加
速
し
て
お

り
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
「
上
仲
間
・

下
仲
間
地
区
」
計
画
区
域

に
進
出
す
る
紙
パ
ッ
ケ
ー

ジ
メ
ー
カ
ー
倉
岡
紙
工

（
本
社
・
熊
本
市
）
の
工

場
建
設
地
鎮
祭
が
４
月
３

日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
社
が
約
１
・
３
㌶
の

用
地
に
建
設
す
る
新
工
場

は
鉄
骨
平
屋
（
延
べ
床
面

積
約
５
千
平
方
㍍
）
で
、

高
級
仕
様
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

製
造
に
欠
か
せ
な
い
気
密
性
の
高

さ
と
環
境
に
配
慮
し
た
最
新
鋭
の

設
備
を
備
え
、
本
社
も
入
る
計

画
。
完
成
は
来
年
１
月
の
見
込
み

で
す
。

　

地
鎮
祭
で
は
、
社
業
発
展
を
期

す
倉
岡
伸
行
社
長
に
、
荒
木
町
長

も
「
町
に
進
出
い
た
だ
き
、
地
域

　

嘉
島
町
下
仲
間
に
完
成

し
た
運
送
・
倉
庫
業
の
熊

本
交
通
運
輸
（
本
社
・
益

城
町
）
の
新
た
な
物
流
拠

点
と
な
る
倉
庫
の
竣し
ゅ
ん工
式

が
４
月
23
日
、
開
か
れ
ま

し
た
。

　

同
運
輸
が
新
た
に
建
設

し
た
定
温
倉
庫
は
鉄
骨
造

り
延
べ
床
面
積
約
２
４
０

０
平
方
㍍
で
、
庫
内
温
度

を
常
に
26
度
前
後
に
保
つ

機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
５
億
円
を
投
じ
、
町
内

を
中
心
に
10
〜
15
人
を
採
用
予
定
。

　

式
で
は
、
荒
木
町
長
が
「
物
流

拠
点
と
な
る
高
機
能
な
倉
庫
の
進

出
先
に
嘉
島
を
選
ん
で
い
た
だ
け

た
。
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
は
ず
」
と
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
が
震
災
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
て

推
進
し
て
い
る
土
地
区
画

整
理
事
業
の
芝
原
地
区
に

４
月
18
日
、
家
電
量
販
店

大
手
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
茨
城
県
水
戸

市
）
の
「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

嘉
島
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
約
９
８
０
０

平
方
㍍
の
同
店
は
鉄
骨
平

屋
で
延
べ
床
面
積
４
２
０

０
平
方
㍍
余
り
。
最
新
の
映
像
機

器
や
家
電
製
品
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

に
と
っ
て
は
活
性
化
の
弾
み
に
」

と
歓
迎
の
エ
ー
ル
を
送
り
、
工
事

の
安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
昭
和
40
年
創
業
。
贈
答

用
の
菓
子
や
酒
類
の
化
粧
箱
な
ど

を
幅
広
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
下
仲
間
・
上
仲

間
地
区
計
画
区
域
に
進
出

す
る
新
興
運
送
（
本
社
・

熊
本
市
）
の
新
社
屋
起
工

式
が
３
月
28
日
、
現
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
移
動
棚
メ
ー

カ
ー
金
剛
の
南
隣
に
用
地

約
９
千
平
方
㍍
を
確
保

し
、
鉄
骨
一
部
２
階
建
て

（
延
べ
床
面
積
約
２
千
平

方
㍍
）
の
物
流
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。
完
成
は

年
内
の
予
定
。
総
事
業
費
は
約
６

億
円
と
見
込
ま
れ
、
本
社
も
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

起
工
式
で
は
、
町
へ
の
進
出
を

決
め
た
古
賀
友
啓
社
長
ら
を
荒
木

町
長
が
「
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
」

と
歓
迎
し
、
建
設
工
事
の
安
全
を

祈
念
し
ま
し
た
。
同
社
の
新
た
な

本
社
・
物
流
セ
ン
タ
ー
の
西
隣
に

は
運
送
・
倉
庫
業
の
熊
本
交
通
運

輸
の
新
た
な
物
流
拠
点
と
な
る
定

温
倉
庫
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
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　嘉島町の 2019 年度一般会計当初予算は総額 54 億
9062 万 8 千円で、前年度 53 億 4249 万円に比べ、2.8％
の増額となりました。
　町の予算は震災前、当初ベースで 41 億円前後で
した。震災の翌 17 年度に 102 億 716 万 7 千円と初の
100 億円の大台に乗るなど、なお震災前の３割増しの
復旧・復興ベースの編成続き。
　公共施設はじめ町内インフラはほぼ復旧のめどが
立ったものの、被災者の恒久的な住まいとなる災害公
営住宅の整備など依然、震災対応への目配りが欠かせ
ないのが、背景となっています。
　加えて、人口が増加基調で推移し、企業誘致活動も
実を結び、新たな行政需要も相次いでいます。どうし
ても町の予算措置が欠かせません。
　「令和」の幕開けとなる 19 年度の町一般会計当初予
算を歳出、歳入別に見てみます。（総務課財政係）

　

特
筆
す
べ
き
は
、
震
災
費
目
「
災
害
復
旧
費
」
が
実
質
ゼ
ロ

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
復
旧
・
復
興
が
進
ん
だ
結
果
で
す
。

　

総
合
運
動
公
園
拡
張
に
伴
う
整
備
事
業
費
３
億
６
３
３
５
万

６
千
円
は
町
民
の
健
康
増
進
に
加
え
、
将
来
的
な
施
設
展
開
も

加
味
。
芝
原
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
費
２
億
５
３
３
７
万

５
千
円
は
家
電
量
販
店
オ
ー
プ
ン
な
ど
商
業
施
設
集
積
エ
リ
ア

の
基
盤
整
備
で
す
。

　

町
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
待
機
児
童
の
解
消
は
急
務
。
認
定

こ
ど
も
園
と
保
育
園
を
新
た
に
１
園
ず
つ
開
設
す
る
施
設
整
備

補
助
事
業
費
１
億
４
０
１
７
万
円
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
14
億
７
１
１
３
万

８
千
円
で
、
構
成
比
は
前
年
度
か
ら
２
・
４
㌽
減
の
26
・
８
％

に
。
先
述
の
通
り
災
害
復
旧
費
が
実
質
ゼ
ロ
と
な
っ
た
た
め
で

す
。

2019 年度 町の主な事業（予算の使い道）
 ［扶助費］ 
施設型（保育）給付費扶助 4 億 6600 万 0 千円
児童手当扶助 1 億 8888 万 0 千円
障害者自立支援給付費扶助 9881 万 7 千円

 ［補助費など］ 
上益城消防組合負担金 1 億 3633 万 5 千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 
 8753 万 0 千円
農地維持・資源向上共同活動支払交付金 
 3130 万 9 千円
御船地区衛生施設組合負担金 2900 万 8 千円
戸建木造住宅耐震診断補助金 1020 万 0 千円

 ［維持補修費］ 
町道維持補修費 2502 万 6 千円

 ［普通建設事業費］ 
運動公園整備事業 3 億 6335 万 6 千円
芝原土地区画整理事業 2 億 5337 万 5 千円
道路橋りょう新設改良事業 2 億 4858 万 3 千円
埋蔵文化財調査事業 1 億 7195 万 9 千円
保育所施設整備補助事業 1 億 4017 万 0 千円

 ［繰　出　金］ 
公共下水道事業特別会計繰出金 
 1 億 4071 万 0 千円
介護保険特別会計繰出金 1 億 2430 万 1 千円
後期高齢者医療広域連合負担金 
 1 億 3167 万 7 千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3339 万 2 千円
国民健康保険特別会計繰出金 7577 万 7 千円
簡易水道事業特別会計繰出金 2239 万 5 千円

議会費 6499万7千円

総務費 5億8550万9千円

民生費 16億6520万6千円

衛生費 4億5097万2千円

農林水産業費 1億8526万4千円

商工費 2297万3千円

土木費 13億3918万8千円

消防費 1億9898万4千円

教育費 5億4368万5千円

災害復旧費 3千円

公債費 4億 300万0千円

予備費 3084万7千円

2019年度 歳出予算額 54億9062万8千円

歳歳  

出出

衛生費
8.2％

民生費
30.3％

総務費
10.7％

議会費
1.2％

予備費
0.6％

公債費
7.3％

教育費
9.9％

消防費
3.6％

土木費
24.4％

商工費
0.4％ 農林水産費

3.4％

災害復旧費
0.0％

歳出
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　町は19 年度も一般会計と
は別に、国民健康保険はじ
め六つの特別会計の予算を
編成しました。特別会計の
歳入、歳出の総額はそれぞ
れ 26 億 9301万 1千円です。

　この中で、公共下水道事
業で施設整備が本格化して
5 億 5738 万 9 千円に上り、
前年度から 4 割近い増額と
なっています。

町税
29.3％

繰入金
8.1％

繰越金
0.5％

分担金および
負担金
2.0％

使用料および
手数料
1.1％

財産収入・寄付金・
諸収入　6.8％

自主財源（47.8％）依存財源（52.2％）

地方交付税・
地方特例交付金
11.1％

国県支出金
27.6％

地方消費税交付金等
3.7％

地方譲与税
0.7％

町債
9.1％

歳入

町税 16億 704万1千円

繰入金 4億4343万1千円

分担金および負担金 1億1214万7千円

使用料および手数料 5953万1千円

財産収入 179万0千円

繰越金 3000万0千円

諸収入 3億4755万2千円

寄付金 2160万0千円

地方交付税 6億0000万0千円

地方特例交付金 700万0千円

国県支出金 15億1816万4千円

地方譲与税 3950万0千円

利子割交付金 80万0千円

配当割交付金 180万0千円

株式譲渡所得割交付金 130万0千円

地方消費税交付金 1億8900万0千円

自動車取得税交付金 640万0千円

交通安全対策特別交付金 207万2千円

町債 5億 150万0千円

2019年度 歳入予算額 54億9062万8千円

2019年度 嘉島町特別会計予算

国民健康保険特別会計予算

 11億579万8千円

住宅新築資金等貸付特別会計予算

 22万0千円

介護保険特別会計予算

 8億2602万5千円

公共下水道事業特別会計予算

 5億5738万9千円

後期高齢者医療特別会計予算

 1億2457万2千円

簡易水道事業特別会計予算

 7900万7千円

　

自
主
財
源
の
柱
、
町
税
が
16
億
７
０
４
万
１
千
円
に
上
り
、

前
年
度
14
億
４
８
１
０
万
４
千
円
か
ら
１
億
５
８
９
３
万
７

千
円
の
増
額
。
構
成
比
も
２
・
２
㌽
増
の
29
・
３
％
へ
。

　

町
税
は
町
の
財
政
力
の
指
標
と
さ
れ
、
幸
い
人
口
増
加
や

企
業
進
出
に
恵
ま
れ
る
嘉
島
町
の
勢
い
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
自
主
財
源
の
割
合
は
47
・
８
％
と
な
り
、
前
年
度
か

ら
２
・
２
㌽
ア
ッ
プ
。

　

一
方
の
依
存
財
源
で
す
が
、
町
に
と
っ
て
は
借
金
に
当
た

る
町
債
を
５
億
１
５
０
万
円
に
抑
え
込
み
ま
し
た
。
震
災
を

乗
り
越
え
、
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
膨
ら
み
が
ち
だ
っ
た
町

債
を
、
前
年
度
に
引
き
続
き
極
力
、
減
額
で
き
た
結
果
、
構

成
比
も
９
・
１
％
ま
で
落
ち
て
10
％
割
れ
。
町
の
貯
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
も
４
億
１
０
０
０
万
円
と
抑

制
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
と
熊
本
県
か
ら
の
支
出
金
は
15
億
１
８
１
６
万

４
千
円
で
、
前
年
度
か
ら
６
４
５
４
万
９
千
円
の
増
額
で
す
。

「災害復旧費」実質ゼロ「災害復旧費」実質ゼロ

　町勢映し町税収アップ　町勢映し町税収アップ

２０１９年度

予算点検予算点検
嘉島町嘉島町

歳歳  

入入

特別会計特別会計
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州
熊
本
工
場
で
震
災
復
興
支
援

「
く
ま
も
と
応
援
パ
ッ
ク
」
＝
写

真
＝
を
製
造
、
４
月
９
日
か
ら
発

売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・

モ
ル
ツ
」「
金
麦
」「
オ
ー
ル
フ

リ
ー
」
の
主
力
３
商
品
の
６
缶

パ
ッ
ク
を
包
む
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

熊
本
城
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
特
別
仕

様
。
約
５
万
７
千
㌜
（
１
㌜
＝
３

５
０
㍉
㍑
24
本
換
算
）
の
出
荷
を

見
込
み
、
１
本
に
つ
き
５
〜
10
円

を
熊
本
市
に
寄
付
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

◆
震
災
復
興
の
後
押
し
応
援
パ
ッ

ク　

サ
ン
ト
リ
ー
は
嘉
島
町
の
九

で
す
（
敬
称
略
）。
＝
写
真
は
下
田

氏
に
委
嘱
状
を
手
渡
す
荒
木
町
長

　

▽
会
長
職
務
代
理
者　

髙
木

勝
美
（
井
寺
）
▽
委
員　

岡
牧
生

（
鯰
）
林
田
篤
（
下
仲
間
）
本
田
博

士
（
下
六
嘉
）
山
内
秀
一
（
高
田
）

森
下
文
夫
（
下
六
嘉
）
森
田
義
美

（
北
甘
木
）
吉
田
二
郎
（
犬
渕
）

友
田
廣
（
三
郎
無
田
）
岩
永
俊
夫

（
上
島
）
村
上
卓
也
（
西
村
）
榮

恵
（
北
甘
木
）
松
永
雄
治
（
上
六

嘉
）
佐
藤
美
代
子
（
鯰
）
福
永
哲

夫
（
上
六
嘉
）
齊
藤
進
（
上
仲
間
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
改
選
さ
れ

た
嘉
島
町
農
業
委
員
会
の
初
会
合

が
４
月
１
日
、
役
場
で
開
か
れ
、

会
長
に
下
田
司
氏
（
65
）
＝
上
島

＝
を
互
選
し
ま
し
た
。

　

町
内
各
区
な
ど
か
ら
の
推
薦
を

受
け
、
荒
木
町
長
か
ら
選
任
さ
れ

た
全
委
員
17
人
が
出
席
。
指
名

推
選
の
結
果
、
再
選
さ
れ
た
下
田

会
長
は
２
０
０
７
年
に
委
員
（
任

期
３
年
）
に
就
任
以
来
、
５
期
目
。

16
年
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

他
の
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り

　

皇
室
行
事
で
あ
る
今
秋
の
新
嘗

祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
に
献
上
す

る
コ
メ
と
ア
ワ
を
栽
培
す
る
献
納

者
に
嘉
島
町
井
寺
の
農
業
、
坂

井
信
房
さ
ん
（
59
）
靖
子
さ
ん

（
59
）
夫
妻
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
献
穀
事
業
推
進
協
議
会
（
会

長
・
荒
木
町
長
）
は
３
月
22
日
、

稲
作
へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
や
、

献
穀
対
象
と
な
る
水
田
を
抱
え
る

周
辺
地
区
の
協
力
体
制
な
ど
総
合

的
に
判
断
し
て
坂
井
さ
ん
夫
妻
を

選
定
。

　

天
皇
陛
下
ご
即
位
後
、
初
の
新

嘗
祭
は
「
大
嘗
祭
（
だ
い
じ
ょ
う

さ
い
）」
と
し
て
11
月
14
、
15
の

両
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
坂

井
さ
ん
夫
妻
の
献
穀
田
で
は
今

後
、
５
月
の
清
祓
（
き
よ
は
ら

い
）、
播
種
（
は
し
ゅ
）、
６
月
の

御
田
植
（
お
た
う
え
）、
10
月
の

抜
穂
（
ぬ
き
ほ
）
な
ど
関
連
祭
事

が
続
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
推
進
協
か
ら
激
励
を
受
け

た
坂
井
さ
ん
は
「
大
役
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

し
っ
か
り
努
め
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
２
０
１
９
年
１
月
１
日
現

在
の
公
示
地
価
は
住
宅
地
が
プ
ラ
ス
３
・

３
％
で
、
昨
年
に
続
き
上
昇
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
が
３
月
19
日
に
発
表
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
町
の
住
宅
地
の
上
げ
幅
は

前
回
18
年
の
プ
ラ
ス
１
・
８
％
か
ら
、
さ

ら
に
１
・
５
㌽
ア
ッ
プ
。
震
災
の
影
響

で
17
年
調
査
で
は
下
落
（
マ
イ
ナ
ス
１
・

７
％
）
し
た
も
の
の
、
再
び
上
昇
基
調
に

転
じ
て
い
ま
す
。

　

県
内
地
価
は
平
均
で
住
宅
地
、
商
業
地
、

工
業
地
の
３
用
途
と
も
２
年
連
続
の
プ
ラ

ス
。
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
進
み
具

合
や
熊
本
市
の
中
心
部
再
開
発
な
ど
の
影

響
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

公
示
地
価
の
県
内
調
査
は
嘉
島
町
な
ど

13
市
７
町
の
２
５
１
地
点
で
実
施
。
県
全

体
の
平
均
変
動
率
は
プ
ラ
ス
１
・
７
％
で
、

全
国
平
均
を
０
・
５
㌽
上
回
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

上昇続く嘉島町上昇続く嘉島町
２０１９年公示地価２０１９年公示地価

献納者に選ばれた坂井信房さん、
靖子さん夫妻

嘉

島

町

農

業

委

改
選
後
初
の
委
員
会

改
選
後
初
の
委
員
会

町
事
業
推
進
協
、
改
元
後
で
初

町
事
業
推
進
協
、
改
元
後
で
初

新嘗祭献納者新嘗祭献納者

坂井坂井ささんん夫妻夫妻      選定選定
（
井
寺
）

（
井
寺
）
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嘉
島
で
工
場
演
奏
会

嘉
島
で
工
場
演
奏
会

　

嘉
島
町
の
少
年
球
児
た
ち
が
元
プ
ロ
野
球
選

手
ら
に
学
ぶ
野
球
教
室
「
心
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
が
３
月
23
日
、
町
総
合
運
動
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。
３
年
前
の
発
災
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
、
今
回
が
３
回
目
で
す
。

　

参
加
し
た
の
は
嘉
島
は
じ
め
上
益
城
郡
５
町

と
下
益
城
郡
美
里
町
の
小
中
学
生
11
チ
ー
ム
、

１
７
０
人
近
く
。
駆
け
つ
け
た
荒
木
町
長
ら
か

ら
激
励
を
受
け
た
球
児
た
ち
は
昨
シ
ー
ズ
ン
限

り
で
引
退
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
エ
ー
ス
摂
津

正
さ
ん
、
中
日
や
西
武
で
活
躍
し
た
ス
ラ
ッ

ガ
ー
和
田
一
浩
さ
ん
ら
６
人
の
特
別
コ
ー
チ
に

走
塁
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
の

守
備
、
さ
ら
に
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
座
学
を

交
え
、
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工

場
な
ど
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が
展
開
す
る
熊

本
地
震
か
ら
の
復
興
支
援
活
動
「
水
の
国
く
ま

も
と
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
少
年

球
児
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

地
震
の
復
興
支
援
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
水
の
国
く
ま
も
と
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
今

回
「
こ
こ
ろ
の
ビ
タ
ミ
ン
」
と
銘

打
ち
、
世
界
的
な
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
佐
渡
さ
ん
が
自

ら
芸
術
監
督
を
務
め
る
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｋ
Ｏ
団

員
37
人
編
成
を
率
い
て
昼
夜
２
回
、

特
別
公
演
。

　

弦
楽
器
の
抜
き
ん
で
た
演
奏
技

量
で
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
小
学

６
年
〜
高
校
３
年
の
団
員
ら
は
佐

渡
さ
ん
の
指
揮
棒
に
合
わ
せ
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
童
歌
ま
で
次
々
に

披
露
。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
た
め
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た
バ
ッ
ハ
の
「
シ
ャ
コ
ン

ヌ
」
は
鎮
魂
へ
と
誘
う

弦
楽
器
の
重
厚
な
調
べ

で
嘉
島
、
益
城
、
御
船

各
町
の
仮
設
、
み
な
し

仮
設
に
入
居
す
る
被
災

者
ら
３
０
０
人
余
り
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
ら
の
謝
意

を
受
け
、
佐
渡
さ
ん
は

「
大
災
害
に
出
遭
う
と
、

果
た
し
て
音
楽
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
私
た
ち
の
演

奏
で
伝
え
ら
れ
る
何
か

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
」
と
語
り
掛
け

て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
震
災
仮
設
住
宅
の
入

居
者
な
ど
を
招
待
し
た
弦
楽
器
コ

ン
サ
ー
ト
「
佐
渡
裕
＆
ス
ー
パ
ー

キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
Ｓ
Ｋ

Ｏ
）
２
０
１
９
」
が
４
月
13
日
、

北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本

工
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が
熊
本

佐渡さんのタクトでＳＫＯが奏でたバッハ「シャコンヌ」
の調べに会場は感動に包まれた

元プロ野球選手らが嘉島町などの
少年球児たちを〝熱血〟指導

震災３年…震災３年…                            仮設の入居者ら招仮設の入居者ら招くく

嘉島町で嘉島町で
野球教室野球教室

超
絶
技
巧
の
小
中
高
校
生
率
い
る

超
絶
技
巧
の
小
中
高
校
生
率
い
る

サントリー
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平
成
で
最
後
と
な
る
第
69
回
嘉

島
中
入
学
式
が
４
月
９
日
開
か
れ
、

昨
年
よ
り
18
人
多
い
93
人
（
男
子

46
人
、
女
子
47
人
）
が
初
め
て
の

学
生
服
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
袖
を
通

し
て
入
学
し
ま
し
た
。

　

同
中
体
育
館
に
勢
ぞ
ろ
い
し

た
新
入
生
に
、
作
田
潤
一
校
長
は

「
凡
事
徹
底
と
利
他
の
心
」
を
求

め
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち

ん
と
果
た
し
、
周
り
の
人
の
こ
と

を
考
え
て
」
と
式
辞
。

　

荒
木
町
長
ら
が
「
優
し
く
た
く

ま
し
い
心
、
将
来
を
見
通
す
力
を

養
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
っ
た
の
に
対
し
、
荒
木

音
乃
さ
ん
が
新
入
生
を
代
表
し
て

「
嘉
島
中
生
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、

実
り
あ
る
中
学
校
生
活
を
送
り
ま

す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
の
亀
井
倫
奈
・
生

徒
会
副
会
長
（
３
年
）
も
「
さ
わ

や
か
な
嘉
島
中
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
一
心
不
乱
に
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
新
入
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

作田校長に誓いの言葉を述べる
新入生代表の荒木音乃さん

さ
あ　

中
学
生

さ
あ　

中
学
生

嘉島中中

凡
事
徹
底

凡
事
徹
底
  

利
他
の
心

利
他
の
心

　

嘉
島
幼
稚
園
は
４
月
10
日
、入

園
式
を
開
き
、新
入
園
児
39
人（
３

歳
児
35
人
、４
歳
児
１
人
、５
歳
児

３
人
）を
新
た
に
迎
え
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
並
ん
で
座
っ
た
新
入
園
児
た
ち

は
岩
永
啓
次
園
長
や
荒
木
町
長
ら

か
ら
「
幼
稚
園
は
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
歓
迎
を
受
け
、

初
め
て
の
集
団
生
活
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

町
内
保
育
園
の
今
春
の
新
入
園

児
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
嘉
島
保
育
園
29
人
▽
幼
光
保

育
園
24
人
▽
東
部
幼
光
保
育
園
11

人
▽
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
か
し
ま
西
保

育
園
４
人

嘉島幼稚園の入園式

嘉
島
町

嘉
島
町　　

幼
稚
園
、
保
育
園
で
入
園
式

幼
稚
園
、
保
育
園
で
入
園
式

入
学

　
お
め
で
と
う

広報かしま2019.5
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嘉
島
西
小
で
４
月
９
日
、
新
１
年
生
81
人
（
男

子
41
人
、
女
子
40
人
）
を
迎
え
る
入
学
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入

生
た
ち
は
担
任
の
先
生
に
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼

ば
れ
、
信
國
満
徳
校
長
と
「
自
分
の
命
を
大
切
に

事
故
か
ら
身
を
守
る
。
そ
し
て
、
し
っ
か
り
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
と
約
束
。

　

荒
木
町
長
（
代
読
）
ら
の
「
明
る
く
元
気
な
小

学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
励
ま
し
に
、
徳

峰
琴
羽
さ
ん
が
新
入
生
代
表
で
「
お
友
達
を
い
っ

ぱ
い
つ
く
り
た
い
で
す
」
と
元
気
に
応
え
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
山
本
隼
平
さ
ん
（
６
年
）
も
「
楽

し
い
思
い
出
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
の
新
１
年
生
た
ち
は
４
月
9
日
、
青

空
が
広
が
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
初
登
校
し
、
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
表
情
で
体
育
館
に
入
場
し
た
新
入
生

は
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
！
」

と
返
事
を
し
て
起
立
。
小
野
久
子
校
長
が
「『
全

力
で
挑
戦
』
を
目
あ
て
に
頑
張
ろ
う
」
な
ど
入
学

に
当
た
っ
て
の
心
構
え
を
語
り
掛
け
、
荒
木
町
長

ら
が
「
勉
強
に
運
動
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

在
校
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
片
谷
心
春
さ

ん
と
星
野
紗
希
さ
ん
が
「
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、

困
っ
た
り
し
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
今
春
の
東
小
新
入

生
は
昨
春
よ
り
10
人
多
い
43
人
（
男
子
23
人
、
女

子
20
人
）
で
す
。

嘉
島
西西
小

命を大切に命を大切に
　あいさつも　あいさつも

チャレンジチャレンジ
 全力で 全力で

嘉
島
東東
小

おめでとう　
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太田 憲治
副団長

清村 将紀
副団長

森嶋 英治
団長

甲斐 良輔
第４分団長

山野　誠
第３分団長

水野 雅紀
第２分団長

田端 文博
第１分団長

　

２
年
間
の
任
期
満
了
を
迎
え
た

嘉
島
町
消
防
団
の
正
副
団
長
ら
幹

部
団
員
へ
の
辞
令
交
付
式
が
４
月

15
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
団
長
の
森
嶋
英
治
氏
（
43
）

に
、
荒
木
町
長
が
辞
令
を
交
付
。

副
団
長
の
清
村
将
紀
（
41
）、
太

田
憲
治
（
38
）
の
両
氏
を
は
じ
め

分
団
長
、
新
任
の
部
長
ら
に
は
森

嶋
団
長
が
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
新
年
度
初
の
幹
部

会
議
を
開
き
、
荒
木
町
長
が
「
町

の
防
災
の
要
と
し
て
消
防
団
へ
の

期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
。
新
体
制

と
な
り
、
幹
部
団
員
各
位
に
は
尊

い
使
命
遂
行
に
努
め
、
後
輩
の
指

導
に
も
意
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
」
と
激
励
。
森
嶋
団
長

は
幹
部
団
員
ら
に
「
町
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
い
こ
う
」
と
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

　

各
分
団
の
分
団
長
と
新
任
部
長

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

第
１
分
団
長　

田
端
文
博
▽
第

２
同　

水
野
雅
紀
▽
第
３
同　

山

野
誠
▽
第
４
同　

甲
斐
良
輔
▽
第

１
分
団
第
１
部
長　

甲
斐
原
卓
也

▽
同
第
２
同　

田
上
潤
▽
同
第
３

同　

東
裕
晴
▽
第
２
分
団
第
１
同　

平
井
城
一
▽
同
第
２
同　

園
田
武

司
▽
同
第
３
同　

渕
上
慎
之
介
▽

第
３
分
団
第
１
同　

下
田
宏
之
▽

同
第
２
同　

村
田
優
▽
同
第
３
同　

田
端
孝
夫
▽
第
４
分
団
第
１
同　

山
内
遼
太
郎
▽
同
第
２
同　

田
淵

慶
太
▽
同
第
３
同　

坂
本
憲
広
▽

同
第
４
同　

堀
和
也

　

※
町
消
防
団
は
４
分
団
13
部
で

構
成
。
条
例
定
数
３
７
０
人
に
対

し
て
４
月
15
日
現
在
、
団
員
総
数

は
３
３
１
人
で
す
。

　

な
お
、
21
日
に
は
新
入
団
員
と

幹
部
団
員
を
対
象
と
し
た
訓
練
を

役
場
駐
車
場
で
実
施
。
規
律
か
ら

放
水
ま
で
一
連
の
動
作
に
つ
い
て

の
訓
練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
防
災
会
議
（
会
長
・
荒

木
町
長
）
が
３
月
25
日
、
役
場
で

開
か
れ
、
審
議
し
た
町
地
域
防
災

計
画
の
平
成
30
年
度
修
正
事
項
を

い
ず
れ
も
承
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
の
地
域
防
災
計
画

の
修
正
に
伴
う
必
要
箇
所
を
反
映

さ
せ
た
ほ
か
、
熊
本
地
震
で
の
対

応
を
踏
ま
え
た
追
加
や
修
正
を
柱

に
、
緊
急
避
難
場
所
や
指
定
避
難

所
の
見
直
し
、
救
援
物
資
な
ど
の

集
積
拠
点
（
↓
町
民
会
館
）
の
開

設
を
盛
り
込
む
な
ど
全
面
的
な
修

正
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
議
に
際
し
、
荒
木
町
長
は
集

ま
っ
た
警
察
や
消
防
な
ど
関
係
機

関
の
代
表
に
「
町
民
の
皆
さ
ん
の

願
い
は
地
域
の
安
全
・
安
心
」
と

改
め
て
防
災
・
減
災
へ
の
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

嘉
島
町
消
防
団
の
各
分
団
新
任
部
長

の
皆
さ
ん

地域防災計画の修正を承認した町防災会議

嘉
島
町
消
防
団　

新
体
制
へ

嘉
島
町
消
防
団　

新
体
制
へ

　　

  
森
嶋
団
長
に
辞
令

森
嶋
団
長
に
辞
令

町防災会議「地域計画」町防災会議「地域計画」
救援物資集積拠点盛り込む救援物資集積拠点盛り込む

緊急避難場所 見直し緊急避難場所 見直し
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嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
地
域
で
「
心
の
ケ
ア
が
必
要
」

と
熊
本
地
震
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
５
１

７
人
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
県
教
委
と

熊
本
市
教
委
が
４
月
10
日
、
県
内
の
公
立
小
中
高
校
と
特

別
支
援
学
校
で
２
月
に
実
施
し
た
調
査
結
果
を
発
表
し
た

も
の
で
す
。

　

被
害
が
大
き
か
っ
た
上
益
城
地
域
で
ケ
ア
の
必
要
性
を

指
摘
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
前
回
調
査
（
昨
年
９
〜
11

月
）
の
６
８
５
人
か
ら
１
６
８
人
減
少
。
前
々
回
（
同
５

〜
６
月
、
８
６
５
人
）
に
比
べ
て
も
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

心
の
ケ
ア
の
必
要
性
は
「
眠
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」

「
怖
い
夢
を
見
る
」
と
い
っ
た
10
〜
15
項
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
基
に
し
て
各
学
校
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
要
請
。

　

荒
木
町
長
も
「
地
域
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
導
い

て
く
だ
さ
い
」
と
町
の
現
状
を
踏

ま
え
て
エ
ー
ル
を
送
り
、
小
野
東

小
校
長
が
「
ご
期
待
に
沿
う
よ
う

精
い
っ
ぱ
い
努
め
ま
す
」
と
決
意

を
明
か
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

新
規
採
用
教
員
や
事
務
職
員
の

受
け
入
れ
式
も
後
日
、
開
か
れ
ま

し
た
。
今
号
12
〜
13
面
「
先
生　

よ
う
こ
そ
！
」
は
、
新
た
に
着
任

さ
れ
た
先
生
方
の
紹
介
で
す
。

　

嘉
島
町
下
六
嘉
の
田
中
礼
士
さ

ん
（
23
）
が
４
月
４
日
、
役
場
に

荒
木
町
長
を
訪
ね
、
中
東
で
開
か

れ
た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
（
Ｓ
Ｏ
）
夏
季
世
界
大
会
」

出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
中
か
ら
知
的
発
達
障
害
の

あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
４
年
ご
と
に

集
う
〝
夢
の
祭
典
〞
２
０
１
９
年

第
15
回
Ｓ
Ｏ
大
会
は
３
月
14
〜
21

　

嘉
島
町
「
公
民
館
講
座
」
開
講

式
が
４
月
15
日
、
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
受
講
者
ら
１
３
０
人
が
顔

を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
新
た
に
水
彩
画
と
親

子
料
理
教
室
を
加
え
た
全
13
講

座
（
短
期
含
む
）。
熊
本
地
震
の

犠
牲
者
を
悼
ん
で
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
髙
野
隆
町
教
育
長
が
「
楽
し

い
生
涯
学
習
を
通
し
、
仲
間
と
の

つ
な
が
り
も
深
め
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

講
師
陣
に
よ
る
各
講
座
の
Ｐ
Ｒ

＝
写
真
＝
の
ほ
か
、
手
話
サ
ー
ク

ル
受
講
者
ら
の
「
手
話
う
た
」
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

日
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
首
都

ア
ブ
ダ
ビ
で
開
か
れ
、
田
中
さ
ん

は
日
本
代
表
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
に
出
場
。

　

田
中
さ
ん
が
「
日
本
は
惜
し
く

も
準
優
勝
」
と
獲
得
し
た
銀
メ
ダ

ル
を
披
露
す
る
と
、
荒
木
町
長
も

「
得
難
い
体
験
。
き
っ
と
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
」
と

世
界
各
国
の
人
々
と
触
れ
合
い
、

交
流
を
図
っ
て
き
た
田
中
さ
ん
の

快
挙
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
日
本
は
じ
め
世

界
１
７
０
の
国
・
地
域
か
ら
選
手

７
千
人
が
出
場
し
、
２
万
６
千
人

余
り
に
上
る
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

荒木町長にＳＯ世界大会出場を
報告した田中さん親子

新
た
に「
親
子
料
理
」も

新
た
に「
親
子
料
理
」も

　

嘉
島
町
の
３
小
中
学
校
に
今
春

着
任
し
た
教
員
の
受
け
入
れ
式
が

４
月
１
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
教
職
員
異
動
に
伴
う

も
の
で
す
。

　

新
た
に
着
任
し
た
嘉
島
東
小
の

小
野
久
子
校
長
や
佐
方
法
隆
嘉
島

中
教
頭
ら
対
象
の
先
生
12
人
（
再

任
用
２
人
）
に
、
髙
野
隆
町
教
育

長
が
「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
、

嘉
島
町
３
小
中
学

嘉
島
町
３
小
中
学

教
職
員
受
け
入
れ

教
職
員
受
け
入
れ

県
異
動
で

県
異
動
で

児童生徒
震災ケア 嘉島などで減る傾向嘉島などで減る傾向

田中田中さん    さん    銀銀メダルメダル
（
下
六
嘉
）

（
下
六
嘉
）

ＳＯ世界大会　出場報告

町
公
民
館
講
座
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教頭

佐
さ

方
かた

　法
ほうりゅう

隆　
（熊本市教育委員会）

①
先
生
た
ち
み
ん
な
が
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く

動
け
る
嘉
島
中
学
校
に
な
る
よ
う

お
手
伝
い
し
た
い
。

②
家
族
を
大
切
に
。

③
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
大
好
き

で
す
。
同
じ
響
き
の
嘉
島
中
に
赴

任
し
た
こ
と
に
運
命
を
感
じ
て
い

ま
す
。
頑
張
れ
「
カ
シ
マ
」
！

教諭

平
ひら

尾
お

　豊
ゆたか

　
（矢部中）

①
音
楽
科
の
平
尾
と
申
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
と
歌
声
の
響
く
嘉
島
中

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

②
子
は
宝
、
マ
イ
ホ
ー
ム
パ
パ
で

あ
り
た
い
。

③
今
、
写
真
に
ハ
マ
っ
て
ま
す
。

嘉
島
は
一
年
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
景
色
、
季
節
の
色
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
休
日
が
楽
し
み
で
す
。

教諭

鍋
なべ

田
た

　さゆり
（甲佐中）

①
英
語
と
い
う
教
科
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。

②
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
。
目
の
前

の
こ
と
を
大
切
に
。

③
映
画
鑑
賞
・
旅
行

教諭

山
やま

田
だ

　修
しゅうへい

平　
（西合志中）

①
早
く
嘉
島
中
の
皆
さ
ん
と
仲
良

く
な
る
こ
と
で
す
。

②
生
活
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る

の
は
「
笑
顔
が
一
番
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

③
趣
味
は
魚
釣
り
で
す
。
夏
は
ア

ユ
を
釣
り
、
秋
冬
は
海
で
イ
カ
な

ど
釣
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

教諭

中
なか

村
むら

　俊
しゅんすけ

介　
（津奈木中）

①
子
ど
も
も
自
分
も
「
嘉
島
大
好

き
！
」
と
思
え
る
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
努
力
と
感
謝
の
心
を
常
に
持
ち

続
け
て
頑
張
り
ま
す
。

③
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
何
で

も
自
分
で
見
た
り
、
体
験
し
た
り

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

教諭

兼
かね

田
だ

　朱
あか

理
り

　
（新規採用）

①
子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
関
わ

り
常
に
寄
り
添
っ
た
教
員
で
あ
れ

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

②
常
に
笑
顔
。
何
事
に
も
全
力
で

取
り
組
む
。
簡
単
に
諦
め
な
い
。

③
趣
味
は
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
と

旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
。
国
内
外

問
わ
ず
、
い
ろ
ん
な
所
へ
旅
行
す

る
こ
と
が
好
き
で
す
。

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
や
も
の
を
つ
く
る
こ

と
が
好
き
で
す
。

教諭

前
まえ

田
だ

　佳
か

奈
な

　
（帯山小）

①
熊
本
市
外
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
。
自
然
豊
か
な
地
域
で
教
育

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
！

②
「
出
会
い
は
成
長
の
種
」。
ど
ん

な
出
会
い
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

③
息
子
と
遊
ぶ
こ
と
。
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
を
一
緒
に
見
た
り
、
公
園
を

巡
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
西
小
…
13
面
に
続
く
】

嘉
島
中
学
校

質問事項は質問事項は
①嘉島町に赴任するに当たっての抱負①嘉島町に赴任するに当たっての抱負
②日頃のモットー・信条②日頃のモットー・信条
③趣味や特技。カッコ内は前任校。③趣味や特技。カッコ内は前任校。
順不同、敬称略。順不同、敬称略。

教諭

中
なか

山
やま

　友
とも

子
こ

　
（津森小）

①
水
の
郷
（
さ
と
）
嘉
島
町
で
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

共
に
成
長
で
き
る
教
師
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
「
で
き
た
し
こ
」。
無
理
せ
ず

こ
つ
こ
つ
。

③
２
歳
の
息
子
を
天
井
ス
レ
ス
レ

ま
で
高
い
高
い
す
る
こ
と
。
全
力

で
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
を
し

て
、
息
子
を
笑
わ
か
す
こ
と
。

教諭

本
ほん

田
だ

　美
み

幸
ゆき

　
（人吉西小）

①
嘉
島
町
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
嘉

島
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、

共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

②
「
出
逢
（
あ
）
い
は
夢
の
は
じ

ま
り
」。
一
つ
一
つ
の
出
逢
い
を
大

↑

嘉
島
西
小
学
校

ご
一
緒
に

ご
一
緒
に

水水 郷のの
広報かしま2019.5
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【
西
小
…
12
面
か
ら
続
く
】

教諭

松
まつおか

岡　恭
きょう

司
じ

　
（潤徳小、再任用）

①
「
い
つ
か
は
嘉
島
町
で
」
―
そ

の
思
い
が
や
っ
と
実
現
し
ま
し
た
。

教
員
生
活
の
再
ス
タ
ー
ト
。
初
心

に
帰
り
、
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

②
元
気
を
出
せ
ば
、
何
で
も
で
き

る
。

③
読
書
。
シ
ダ
植
物
を
み
る
こ
と
。

何
に
で
も
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
。

自
然
観
察
（
鳥
や
植
物
）。
人
の

話
を
聴
く
こ
と
。

教諭

吉
よし

野
の

　由
ゆ

紀
き

子
こ

　
（新規採用）

①
嘉
島
町
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
感
謝
と
笑
顔
を
忘
れ
な
い
。

「
あ
り
が
と
う
」
を
た
く
さ
ん
言

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

③
読
書
と
下
手
で
す
が
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
好
き
で
す
。教諭

前
まえ

田
だ

　祐
ゆうすけ

輔　
（新規採用）

①
春
に
大
学
を
出
た
ば
か
り
な
の

で
、
若
さ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
頑

張
り
ま
す
。

②
何
事
も
根
気
強
く
や
り
続
け
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

③
趣
味
は
運
動
す
る
こ
と
、
特
技

は
長
年
続
け
て
き
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
す
。
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

教諭

津
つ

山
やま

　裕
ゆう

史
し

　
（嘉島西小）

①
西
小
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し

て
、
東
小
で
も
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。

②
一
生
懸
命

③
プ
ロ
野
球
観
戦
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。

教諭

松
まつもと

元　唱
しょう

子
こ

　
（新規採用）

①
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

温
か
な
指
導
や
支
援
が
で
き
る
教

師
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

②
日
々
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

③
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
歌
を
歌
っ

た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

事務職員

米
よね

田
だ

　圭
よし

希
き

　
（新規採用）

①
学
校
や
地
域
の
人
々
か
ら
安
心

し
て
信
頼
を
お
け
る
職
員
と
な
る

こ
と
で
す
。

②
教
育
者
と
し
て
の
品
位
を
保
ち
、

何
事
も
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
く

こ
と
で
す
。

③
球
技
全
般
で
特
に
サ
ッ
カ
ー
が

好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

↑

で
す
。

　

―
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
全
力
で
挑

戦
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
決
し
て

「
肩
肘
張
っ
て
」
と
い
う
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
感
動

を
呼
び
ま
す
。
東
っ
子
た
ち
に
は

何
事
も
全
力
で
挑
み
、
輝
い
て
ほ

し
い
の
で
す
。

　

―
地
域
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
？

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
の
連
携
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
郷
土

料
理
の
伝
承
。
お
世
話
く
だ
さ
る

地
域
住
民
の
中
に
は
「
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
で
楽
し
か
っ
た
」
と
涙

ぐ
ま
れ
る
方
も
。
そ
の
様
子
に
子

ど
も
た
ち
は
「
な
ぜ
？
」
っ
て
心

を
動
か
す
―
そ
ん
な
触
れ
合
い
に

こ
そ
大
切
な
学
び
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
。

　

―
家
庭
菜
園
に
お
励
み
と
か
。

　

前
任
の
玉
名
町
小
時
代
は
も
ち

ろ
ん
、
か
れ
こ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
て
20
年
で
し
ょ
う
か
。
趣
味

と
実
益
を
兼
ね
る
は
ず
が
、
出
費

の
方
が
か
さ
ん
で
…
。
仕
事
が
あ

り
ま
す
の
で
、
手
が
掛
か
ら
な
い

根
菜
類
中
心
で
す
。
土
に
親
し
む

の
が
好
き
な
の
で
し
ょ
う
。
畑
に

や
っ
て
来
る
虫
た
ち
も
い
と
お
し

く
思
え
ま
す
。「
元
気
に
育
っ
て
」

と
願
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
接

す
る
よ
う
に
、
菜
園
で
も
汗
を
流

し
ま
す
。

　

◇
お
の
・
ひ
さ
こ　

54
歳
。
熊

本
市
出
身
、
玉
名
市
在
住
。
御
船

町
・
小
坂
小
を
振
り
出
し
に
菊

池
・
玉
名
、
熊
本
市
の
小
学
校
で

教
壇
に
。
武
庫
川
女
子
大
教
育
学

科
卒
。

　

―
東
小
で
初
の
女
性
校
長
に
。

　

歴
代
46
代
目
に
な
り
ま
す
。
先

輩
の
方
々
が

し
っ
か
り
と
し

た
レ
ー
ル
を
敷

い
て
く
だ
さ
っ

て
お
り
、
特
段

「
女
性
だ
か
ら
」

と
身
構
え
る
こ

と
は
な
い
よ
う

家庭、地域と共に家庭、地域と共に
全力で挑戦全力で挑戦

東
小
初
の
女
性
校
長

東
小
初
の
女
性
校
長

嘉
島
東
小
学
校

広報かしま 2019.5
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はり・きゅう、あんま・マッサージ
施術に当たっては医師の同意を

■はり・きゅう、あんま・マッサージ 
　健康保険などの保険証を使って、はり・きゅう、あんま・マッサージの施術を
受ける場合は、医師の同意が必要です。

《保険証が使える場合》　
○はり・きゅうの施術を受けられる方
　・ 主として神経痛、リューマチ、頸（けい）腕症候群、五十肩、腰痛症および頸椎捻挫後遺
症の慢性的な疾患の治療を受けたとき

■治療を受けるとき
　・ 保険を使って治療を受ける場合は、医師の同意書が必要です。
　・  病院や診療所などで同じ治療を受けている間は、はり・きゅう施術を受けても保険の対象
になりません。

○あんま・マッサージの施術を受けられる方
　・ 筋まひや関節拘縮などであって、医療上マッサージを必要とする症例について施術を受けたとき
■治療を受けるとき
　・ 保険を使って治療を受ける場合は、医師の同意書が必要です。
　・ 疲労回復や慰安、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象外です。

《保険証が使える場合》
～ けがや原因が 
はっきりしている痛み～

・  医師や柔道整復師に骨折、脱臼、打撲、捻
挫など（いわゆる肉離れを含む）と診断
または判断され、施術を受けたとき（骨折、
脱臼については、応急手当てする場合を除
き、医師の同意が必要です）。

・ 骨、筋肉、関節のけがや痛みで、その負傷
原因がはっきりしているとき。

〇〇 《保険証が使えない場合》
～病気や原因不明の痛み～

・  疲労性、慢性的な要因からくる、単なる肩
凝りや筋肉疲労
・ 脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善
のみられない長期の施術

・ 病院や診療所などで、同じ負傷などを治
療している場合

・ 労災保険が適用となる仕事中や通勤途上
での負傷

××

※ 健康保険などは治療が目的ですので、対象にならない場合もあります。 
負傷の原因は正確に伝えましょう。

県後期高齢者医療広域連合　☎２８８－６０５０

■正しく施術を受けましょう！ 
　整骨院・接骨院における柔道整復師による施術は、健康保険などの保険証が
使える場合と使えない場合があります。
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ご
注
意
く
だ
さ
い

自
動
車
税
納
付
は
５
月
31
日
ま
で
に

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
方
へ
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

を
５
月
初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本

部
、
各
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事
務

所
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
納
付
も
で
き

ま
す
。

　
　

熊
本
県
県
央
広
域
本
部

　
　

収
税
第
一
課
・
収
税
第
二
課　

☎
３
２
５－

３
０
０
１

　
　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
３
６
８－

４
０
２
０　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　

広
報
か
し
ま
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
通
り
、
２
０
１
９
年
10
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
下
支
え
、

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
嘉

島
町
で
も
、
国
が
定
め
た
基
準
に
沿
っ

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま

す
。

　

購
入
可
能
な
対
象
者
、
商
品
券
の
購

入
ま
で
の
流
れ
や
購
入
期
間
、
購
入
方

法
、
使
用
期
間
、
使
用
可
能
店
舗
な
ど

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
決
定
次
第
随
時
、

広
報
か
し
ま
や
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
料
金
を
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
国
内
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る

重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
中
小

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時

点
は
６
月
１
日
で
、
調
査
票
へ
の
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

県
統
計
調
査
課

☎
３
３
３－

２
１
７
７

ペ
ッ
ト
守
る
心
構
え
、
備
え
を

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
や

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

む
や
み
に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ
に
入

る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的
に
し
て
お

く
と
、
避
難
所
へ
一
緒
に
避
難
し
た
際
、

周
囲
の
生
活
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
迷
子
に
な
っ
た
時
の

た
め
、
首
輪
や
迷
子
札
を
必
ず
装
着
し
、

ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど
健
康
管
理
を

こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

ご
存
じ
で
す
か

？

無
料
歯
科
健
診

　

歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔

（
く
う
）
内
の
状
態
を
診
る
こ
と
で
、
歯

周
病
の
発
見
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌

が
ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ

ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
土
）
〜
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所
（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

加
入
の
町
内
歯
科
診
療
機
関
）

【
16
面
に
続
く
】

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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・
玉
置
歯
科
医
院

　
　

鯰
２
７
１
５－

１

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
３
７
０

・
ひ
が
し
歯
科
医
院

　
　

下
六
嘉
１
８
７
８－

３

　
　
　
　
　

☎
３
６
７－

０
１
１
２

・
あ
り
む
ら
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
３
６－

２

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－
４
６
１
８

・
ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
０
８－

２

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
８
０
１

・
イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院

　
　

上
島
２
１
８
７－

１
１

　
　
　
　
　

☎
２
３
４－

７
２
１
５

・
熊
本
回
生
会
病
院
（
歯
科
）

　
　

鯰
１
８
８
０

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
５
０

○
対
象　

嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容　

歯
科
健
診

　
　
　
　
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
概
ね

月
２
回
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都

市
計
画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り

に
来
て
い
た
だ
き
、
検
査
日
（
毎
月
２

回
）
当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び
検

査
代
金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機
関

か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
検
査
日　

５
月
22
日
（
水
）、
６
月

５
日
（
水
）、
６
月
19
日
（
水
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
」
を
ご

覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ
さ

い
。

○
検
査
項 

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
２
４
０
円
（
採
水
し

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、百
円
未
満
切
り
捨
て
）。

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

※
検
査
日
に
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、

検
査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

奨
学
金
返
還
や

Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
支
援
！

　

県
で
は
、
県
内
に
就
職
す
る
若
者
の

奨
学
金
返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
を

支
援
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
２
０
２
０
年
度
就
職
者
で
、

あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登
録
（
無
料
）
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

登
録
方
法
や
支
援
の
条
件
な
ど
、
詳

し
く
は 

く
ま
活
サ
ポ
ー
ト 　

 

検
索 

　
　

県
企
画
課☎

３
３
３－

２
０
１
８

林
業
労
働
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
、
林
業
労
働
災
害
の
な
い
職

場
づ
く
り
を
目
的
に
、
林
業
労
働
災
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
６
月
１
日
か
ら

２
カ
月
間
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
林
業
労
働

災
害
件
数
は
39
件
で
、
死
亡
災
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
既
に
死
亡
災
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
初
心
に
帰
っ
て
作
業
の
基
本
事
項

を
順
守
し
、
安
全
な
作
業
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
　

 

熊
本
県
県
央
広
域
本
部
上
益
城
地

域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

☎
２
８
２－

０
１
４
２

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑

５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………①　期
軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５ 月分
町営住宅使用料…………５ 月分
下水道使用料……………４ 月分
納期限日（口座振替日）
　　５月31日（金）

町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６ 月分
町営住宅使用料…………６ 月分
下水道使用料……………５ 月分
納期限日（口座振替日）
　　７月１日（月）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

５月22日
６月26日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構

　
　
（
県
都
市
計
画
課
内
）

☎
３
３
３－

２
５
２
２

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

就
業
支
援
講
習
会
受
講
生

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
方
を
対
象

に
、
働
く
上
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し

就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
、
検
定
料
は
自
己
負
担
）、

託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
募
集
対
象
者　

次
の
条
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
方

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方
（
熊
本
市

在
住
の
方
を
除
く
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に
出

席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取
得
に
意
欲

の
あ
る
方

【
熊
本
会
場
】

○
通
信
制
＝
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

＋
介
護
福
祉
士
受
験
対
策（
定
員
20
人
）

・
受
講
期
間　

６
月
26
日
〜
11
月
20
日

（
８
月
7
日
、
９
月
４
日
、
10
月
２
日
、

11
月
６
日
休
み
）

・
日
時　

毎
週
水
曜
（
計
18
回
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

・
受
講
会
場　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
志
市
）

・
申
込
締
め
切
り　

５
月
31
日
（
金
）

バ
ス
の
位
置
を
ス
マ
ホ
で
確
認

　

県
内
の
バ
ス
の
運
行
情
報
が
、
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
場
所
や
時
間
を
問
わ

ず
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
高
速
バ
ス
お
よ
び
一
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
除
く
）。

　

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

簡
単
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

産
交
バ
ス☎

３
３
３－

２
０
６
２

　
　

熊
本
バ
ス☎

３
７
８－

３
４
４
７

↑

休日当番医

５月12日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）
 ☎２３７－４１１２

５月19日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
 ☎２３７－４１３３

５月26日（日）小糸整形外科（御船町）
 ☎２８２－００５０

６月２日（日）からしま小児科（嘉島町）
 ☎２３５－６３３３

６月９日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町）
 ☎２８２－６３６３

６月16日（日）大串内科（嘉島町）
 ☎２３４－７８７３

音
声
、
点
字
・
大
活
字
で
読
め
る

政
府
広
報
が
あ
り
ま
す

　

内
閣
府
で
は
視
覚
障
が
い
者
な
ど
に

向
け
て
、
国
の
施
策
や
生
活
に
役
立
つ

情
報
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
、
音

声
広
報
Ｃ
Ｄ
「
明
日
へ
の
声
」、
点
字
・

大
活
字
広
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
ら
し
ん
ば

ん
」
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
、
熊
本
県
点
字
図
書
館
で
利

用
で
き
ま
す
。

　
　

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室

　
　

☎
０
３－

５
２
５
３－

２
１
１
１

募
っ
て
い
ま
す

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類
と
１
次
試
験
日

①
県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
、
免
許
資

格
職
）　　
　
　
　
　

６
月
23
日
（
日
）

②
県
職
員
（
民
間
企
業
な
ど
経
験
者
対

象
）　　
　
　
　
　
　

６
月
23
日
（
日
）

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）７月

14
日
（
日
）

※
①
②
は
東
京
会
場
も
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

①
②
〜
５
月
10
日
（
金
）

③　

〜
５
月
31
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効
。
募
集
職

種
や
受
験
資
格
、
受
験
申
込
書
の
配
布

場
所
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本
県

人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

　

 

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド   

検
索 

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
や
市
町
村
な
ど
で
構
成
す
る
「
く

ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
」
で
は
、

設
立
10
周
年
を
記
念
し
て
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
中
で
す
。
公

共
用
地
で
の
花
植
え
活
動
な
ど
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、 

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機

構 　

 

検
索 

【
18
面
に
続
く
】
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○
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い
。

○
募
集
期
間　

　

〜
６
月
28
日
（
金
）

○ 

申
し
込
み
方
法　

役
場
町
民
課
ま
た

は
教
育
委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
市
町
村
へ
の
送
付
予
定
は
３

月
中
旬
）。

※ 

各
部
門
の
金
賞
・
銀
賞
作
品
は
来
年
、

和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
和
歌
山
２
０
２
０
」
に
出

品
予
定
で
す
。

　
　

熊
本
県
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
３
５
４－

３
０
８
３

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
７
日
に
無
料
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
決
め
、
こ
の
日
を

中
心
に
特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
す

る
な
ど
、
一
層
の
人
権
意
識
の
普
及
・

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
氏　

下
仲
間
１
２
９
６

・
飯
田
鋭
之
氏　

上
島
２
６
８
８－

１

・
牛
嶋
た
け
子
氏

　
　
　
　
　
　

北
甘
木
２
１
２
４－

１

・
西
川
英
二
氏

　
　
　
　
　
　

上
六
嘉
１
０
１
１－

２

○
無
料
人
権
相
談
所　

【
八
代
会
場
】

○
通
信
制
＝
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

＋
介
護
福
祉
士
受
験
対
策（
定
員
20
人
）

・
受
講
期
間　

６
月
18
日
〜
11
月
19
日

（
７
月
２
日
、
８
月
６
日
、
９
月
３
日
、

10
月
１
日
、
11
月
５
日
休
み
）

・
日
時　

毎
週
火
曜
（
計
18
回
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

・
受
講
会
場　

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

・
申
込
締
め
切
り　

５
月
31
日
（
金
）

【
宇
城
会
場
】

○
医
療
事
務
＋
調
剤
薬
局
事
務
資
格
講

座
（
定
員
20
人
）

・
受
講
期
間　

９
月
１
日
〜
12
月
15
日

・
日
時　

毎
週
日
曜
（
計
16
回
）

　
　
　
　

９
時
〜
13
時（
昼
休
み
な
し
）

・
受
講
会
場　

松
橋
公
民
館
（
宇
城
市
）

・
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
８
月
16
日
（
金
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

県
内
で
今
年
、
開
催
さ
れ
る
「
２
０

１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権

大
会
」
の
運
営
・
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
世
界
大

会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
応
募
期
間　

〜
６
月
30
日
（
日
）

○
活
動
期
間　

11
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
15
日
頃

○
活
動
内
容　

会
場
運
営
、
案
内
、
語

学
で
の
観
客
対
応
な
ど
。

詳
し
く
は
、 

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル  

で
検
索
。

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
３
３
３－

２
５
５
８

放
送
大
学
の
10
月
生

　

放
送
大
学
は
10
月
入
学
生
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８
月
31
日

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
作
品

○
出
品
部
門　

　

 

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸

○ 

出
品
資
格　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
ア

マ
チ
ュ
ア
。
１
人
１
点
に
限
る
。

○
出
品
料　

千
円

・
日
時　

６
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

10
〜
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

５
月
22
日
（
水
）
弁
護
士

　

６
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

【
17
面
か
ら
続
く
】

↑
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あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

　

上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
町
内
を
含
め
上
益
城
５
町

内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
者
が
訪
問
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

【
相
談
事
例
】

　

町
内
に
住
む
Ａ
さ
ん
は
、
息
子
と
同

居
し
て
い
ま
す
が
、
日
中
は
１
人
で
自

宅
に
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
が
家
に
１
人
で

い
た
と
こ
ろ
、
玄
関
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ

た
た
め
、
Ａ
さ
ん
は
う
っ
か
り
玄
関
を

開
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
玄
関
先
に
は

見
知
ら
ぬ
男
女
２
人
が
お
り
、
そ
の
男

女
は
玄
関
内
に
入
っ
て
く
る
と
「
○
○

じ
い
さ
ん
が
金
賞
を
と
っ
た
ゴ
ザ
。
最

近
は
外
国
産
ゴ
ザ
に
押
さ
れ
、
国
産
ゴ

ザ
は
売
れ
行
き
不
振
で
困
っ
て
い
る
。

購
入
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
な
ど
と
言

い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、「
年
金
生
活
で

金
が
な
い
。
ゴ
ザ
は
い
ら
な
い
」
と
言

っ
て
何
度
も
断
り
ま
す
が
、
そ
の
男
女

は
し
ぶ
と
く
帰
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
は
、

最
近
テ
レ
ビ
報
道
で
不
審
者
の
話
を
見

聞
き
す
る
の
で
、
怖
く
な
り
、
仕
方
な

く
、
そ
の
場
で
、
２
万
円
と
い
う
６
畳

の
ゴ
ザ
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
の
男
女

は
、
Ａ
さ
ん
か
ら
２
万
円
を
受
け
取
る

と
領
収
書
や
契
約
書
な
ど
も
渡
さ
ず
、

商
品
の
ゴ
ザ
の
み
を
渡
し
て
立
ち
去
り

ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
返
品
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
男
女
の
氏
名
や
販
売

店
名
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

【
訪
問
販
売
で
注
意
す
る
こ
と
】

・
初
め
か
ら
取
引
す
る
つ
も
り
が
な

い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
断
り
、

玄
関
を
開
け
な
い

・
訪
問
販
売
は
、
そ
の
場
で
、
即
断
せ

ず
、
家
族
や
知
人
な
ど
に
相
談
し
て
購

入
す
る
か
決
め
る

・
訪
問
販
売
で
購
入
す
る
際
は
、
契
約

書
な
ど
の
書
面
を
必
ず
も
ら
う

・
販
売
店
や
訪
問
し
た
人
物
が
分
か

ら
な
い
と
返
品
し
よ
う
が
な
い
の
で
、

相
手
の
名
刺
や
販
売
店
が
分
か
る
資
料

を
も
ら
う

・
訪
問
販
売
業
者
が
居
座
り
続
け
て

帰
ら
な
い
場
合
、
警
察
へ
通
報
す
る

【
上
益
城
５
町
の
近
況
情
報
】

　

上
益
城
５
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
消
火

器
、
ゴ
ザ
、
健
康
食
品
、
蓄
電
池
な
ど

に
関
す
る
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
を
受
理

し
て
い
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
被

害
回
復
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
悪
質
・
訪
問
販
売
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

町交通指導員に委嘱状

再任された嘉島町交通指導員の皆さん

　嘉島町交通指導員の委嘱状交付式が４月１
日、町役場で開かれ、荒木町長から委嘱状が
交付されました。10 人全員が再任です。
　同指導員は、指定日や運動期間中に町内の
主要交差点で街頭指導に当たるほか、小学校
の安全教室にも参加。年間を通して交通事故
防止を図る活動に取り組んでいます。
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

多
発
！
交
通
事
故

　

交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

薄
暮
時
の
前
照
灯
の
早
め
点
灯
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
、
○
○
し

な
い
「
だ
ろ
う
運
転
」
で
は
な
く
、

○
○
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
危
険
予

知
運
転
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
明
る
い
服
の
着
用
、

反
射
材
の
着
用
な
ど
で
、
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）３月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H31.3 11 51 0 0 7 1 0 1

H31累計 25 151 0 0 12 1 0 1

前年比 +9 -1 ± 0 ± 0 +2 -1 ± 0 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H31.3 34 157 0 0 8 2 0 2

H31累計 70 451 3 0 13 4 0 3

前年比 +24 -73 ± 0 -1 +2 -4 -1 -3

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者などの安全確
保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発生した
　◎ 声掛け事案、不審者の出没など、子どもに対する犯罪の前兆と思
われる事案情報

　◎行方不明、高齢者などの手配、迷い人に関する情報
　◎高齢者などの安全・安心に関する情報
　◎防犯パトロールなどに有益な情報
　◎強盗など重要または特殊な犯罪発生に関する情報
　◎振り込め詐欺などの被害防止に関する情報
など、安全・安心に関する情報を警察から登録された方の携帯電話や
パソコンにメールで配信するものです。
　「ゆっぴー安心メール」へのご登録をお願いします！

登録を希望される方は携帯電話・パソコンから、
k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp
へ空メールを送信してください。
携帯電話からの会員登録は、QRコードを読み取ると、自動
的に会員用のアドレスが携帯電話に読み込まれます。詳しく
は、御船警察署生活安全課までお問い合わせください！

QRコード
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【問い合わせ先】国土交通省熊本河川国道事務所
調査第一課 ☎０９６-３８２-１１３２

h p://www.river.go.jp/

://www.river.go.jp/s/
の
川
「
版
ホ
マ
ス

、
は
で
」
報
情
災
防

得
取
を
報
情
置
位

今
、
で
と
こ
る
す

の
雨
の
所
場
る
い

川
の
く
近
や
子
様

に
ぐ
す
を
況
状
の

き
で
が
と
こ
る
知

。
す
ま

置
設
に
川

た
し

計
位
水

近
、
で

川
の
く

位
水
の

な
う
よ
の
ど
が

を
か
の
る
い

、ム
イ
タ
ル
ア
リ

認
確
で

こ
る
す

す
ま
き
で
が
と

。
メ
カ
Ｖ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

、
で
像
映
の
ラ

様
の
川
の
在
現

、
り
か
分
が
子

な
か
づ
近
に
川

を
況
状
も
て
く

で
が
と
こ
る
知

。
す
ま
き

ど
で
こ
ど
、
今

の
い
ら
く
れ

雨

を
か
の

こ
る
知

す
ま
き
で
が
と

。

調査第一課 ☎

昨年５月から、国が管理する緑川、加勢川、御船川で、川が氾濫する可能性
が高まった時に、その周辺にいる人に氾濫の危険をお知らせする情報が自動
で発信されるようになりました。

川
の
水
位
が
分
か
る
！

川
の
水
位
が
分
か
る
！

川
の
様
子
が
分
か
る
！

川
の
様
子
が
分
か
る
！

雨
の
状
況
が
分
か
る
！

雨
の
状
況
が
分
か
る
！

川の防災情報

■対象河川と観測所および配信エリア

状
況
に
な
っ
て

が
降
っ
て
い
る
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホーム
ページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり  　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート　105ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

6 30 日 島村楽器　熊本地区合同クラシック発表会 11:30
※変更の場合も｡ 無料 島村楽器イオンモール熊本店

☎ 235-6020

７ ７ 日 渕上雅代ファンクラブ歌謡ショー 10:00 無料 渕上雅代ファンクラブ熊本
☎ 090-4357-4089

各種大会等予定 ４月 12日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

5

12 日 2019球蹴男児U-16 リーグ 競技場 10:00 ～ 球蹴男児U-16 リーグ実行委員会
19日も開催

25 土 KFA第 34回熊本県クラブユースサッカー（U-15）
選手権大会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

26 日 上益城郡紳士野球大会 野球場 8:00 ～ 上益城郡軟式野球連盟

26 日 第 34回九州大学サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

6

1 土 2019年度高等学校総合体育大会サッカー競技 競技場 9:00 ～ 熊本県高等学校体育連盟　2日も
開催

8 土 KFA 第 34 回熊本県クラブユースサッカー（U-15）
選手権大会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

9 日 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2019九州 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　16日も開催

23 日 第 22回九州女子サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

29 土 上益城郡中学校総合体育大会夏季大会（サッカー） 競技場 9:00 ～ 上益城郡中学校体育連盟　30日も
開催

29 土 同上（軟式野球） 野球場 9:00 ～ 同上
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おすすめ本
宝島
 真藤順丈

トラぺジウム
 高山一実

子どもの人権をまもるために
 木村草太　編

傷つかない方法
 武藤清栄

失
しっぱい

敗図
ず

鑑
かん

すごい人ほどダメだった！
 大野正人

強くしなやかなこころを育てる！
こども孫

そん

子
し

の兵
へいほう

法
 監修：齋藤　孝

なやみと～る４　運
うんどう

動のなやみ
 梶塚美帆・文　つぼいひろき・絵

新版　こども囲
い

碁
ご

教
きょうしつ

室
 誠文堂新光社　編

うんどうかいがなんだ
 きむらゆういち　さく　大木あきこ　え

あさの絵
え

本
ほん

 谷川俊太郎：文　吉村和敏：写真

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園

で
２
月
２
日
〜
３
月
24
日

の
週
末
、
第
４
回
水
の
郷

（
さ
と
）
カ
ッ
プ
シ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

40
歳
以
上
の
競
技
力
向

上
と
と
も
に
親
睦
を
図
ろ

う
と
、
県
内
の
強
豪
を
含

む
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

熱
戦
を
展
開
。
町
内
居
住

者
を
中
心
に
活
動
す
る
嘉

島
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
は
総
合
戦

績
２
勝
２
敗
の
７
位
で
し

た
。
上
位
成
績
は
次
の
通

◇嘉島シニアＦＣは２勝２敗り
で
す
。

　

①
シ
マ
ズ
自
動
車
北
部
②
ア
ド

バ
ン
ス
Ｆ
Ｃ
③
熊
本
教
職
員
蹴
友

団
Ｏ
Ｂ

◇
嘉
島
中
バ
レ
ー
部
に
シ
ュ
ー
ズ
ケ
ー
ス

　

嘉
島
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

３
月
28
日
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
（
東

京
）「
春
高
バ
レ
ー
」
の
シ
ュ
ー

ズ
ケ
ー
ス
や
グ
ッ
ズ
な
ど
が
町
民

課
を
通
じ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
学
・
町
民
課
長
の
「
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
練
習
し
て
春
高

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
の
激
励

＝
写
真
＝
に
、
同
部
キ
ャ
プ
テ
ン

の
村
上
莉
子
さ
ん
が
「
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
際

に
も
、
バ
レ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
激
励

が
あ
り
ま
し
た
。

図書室から
 ☎２３７ｰ００５８

　

原
則
、
月
曜
が
休
館
日
で
、
開
館
は
火
曜
〜
日
曜
（
９

〜
17
時
）。
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
の
火
曜
に
休
館
し

ま
す
。

《
５
〜
６
月
の
休
館
日
》

５
月
13
、
20
、
27
日

６
月
３
、
10
、
17
、
24
日

※
な
お
、
休
館
日
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

嘉
島
町
「
図
書
室
」（
町
民
会

館
内
）
が
先
に
行
っ
た
「
好
き
な

本
か
し
ま
総
選
挙
」
は
４
月
14
日
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

〝
投
票
〞
が
締
め
切
ら
れ
、
熊
本

出
身
の
原
ゆ
た
か
さ
ん
の
「
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ
」（
ポ
プ
ラ
社
）の
シ

リ
ー
ズ
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

（
４
月
23
日
）
に
ち
な
ん
だ
初
の

試
み
で
す
。
３
月
23
日
に
募
集
が

始
ま
っ
て
以
来
、
期
間
中
に
「
好

き
な
本
」
を
紹
介
・
支
持
す
る
投

票
総
数
は
１
５
６
票
に
上
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
集
計
し
た
結
果
、

「
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ
ー
ズ
を
筆
頭

に
、
以
下
、「
漫
画
サ
バ
イ
バ
ル
」

シ
リ
ー
ズ
、「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
シ

リ
ー
ズ
、
そ
し
て
「
は
た
ら
く
細

胞
」
と
続
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
投
票
を
基
に
し

た
読
者
参
加
の
新
シ
リ
ー
ズ
が
本

誌
次
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

好
き
な
本

好
き
な
本
か
し
ま

か
し
ま
総
選
挙

総
選
挙

原
ゆ
た
か
作
・
絵

ポ
プ
ラ
社
刊

「かいけつゾロリ」
第１位

図
書
室
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人権問題の正しい理解のために 〔その323〕
さまざまな
　　　課題

　生物学的な性である ｢からだの性｣ と、自分の性をどう認識するかという ｢こころの性｣ が
一致せずに、自己を身体的および社会的に他の性別に適合させようとする意志を有する状態を
いいます。

　人の恋愛・性愛がどういう対象に向かうかを示す概念をいいます。具体的には、恋愛・性愛
の対象が異性に向かう異性愛 (ヘテロセクシュアル)、同性に向かう同性愛 (ホモセクシュアル)、
男女両方に向かう両性愛 (バイセクシュアル)をいいます。

性同一性障害者の性別の取り扱いの特例に関する法律〔2004 制定 2008 改正〕
　性同一性障がい者であって、一定の条件を満たした場合、家庭裁判所の審判を経て戸籍上の
性別を変更することができるようになりました。

性の在り方は決して固定的・絶対的なものではありません。
性に対する多様な在り方を理解し、偏見や差別をなくしていくことが大切です。
　｢性同一性障がい｣ ｢同性愛｣ ｢両性愛｣ だけでなく、｢先天的に身体上の性が不明瞭であるこ
と｣ を理由とした差別など社会には性的少数者 (性的マイノリティー)に対する根強い偏見や差
別が残されています。多様な性の在り方について正しく理解し、お互いを尊重することが大切
です。

　性同一性障がい者は、日常生活のさまざまな場面において奇異な目でみられるなど精神的
な苦痛を受けているとともに、就職をはじめ、自認する性での社会参加が難しいなど、社会の
無理解や偏見のため不利益や差別を受けている状況にあります。
　また、同性愛者、両性愛者の人々は、少数派であるがために正常と思われず、場合によって
は職場を追われることさえあります。このような性的指向を理由とする差別的な取り扱いにつ
いては、現在では不当であるという認識が広がっていますが、いまだに偏見や差別が起きてい
るのが現状です。
　なお、性同一性障がいと同性愛がよく混同されることがありますが、｢自分の性をどう認識
するか｣ と、｢どの性を性愛の対象とするか｣ とは別の問題です。

※LGBTとは
　レズビアン ( 女性同性愛者 )、ゲイ( 男性同性愛者 )、バイセクシャル ( 両性愛者 )、トランスジェンダー
( ｢こころの性｣ と ｢からだの性｣ が一致しない者で他の性別に適合させようとする意志は問わない )の頭文
字をとった総称で、性的少数者 (性的マイノリティー)を指します。

性同一性障がい・性的指向をめぐって
○ ｢性同一性障がい｣ とは？

○ ｢性的指向｣ とは？

○どんな取り組みが行われていますか？＜日本の主な取り組み＞

○私たちにできることは？

○どんな課題がありますか？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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Congratulations on moving up a grade, 
students! I hope you’re all prepared for a 
new, exciting school year. Since spring 
vacation is almost finished, I hope everyone 
had an enjoyable break. I did some travelling 
during spring vacation that I would love to 
share with you all.
Japan is a very beautiful country, with many 
different sights to see. From March 15th to 
March 17th, I went to Kagoshima with 
several of the ALTs from Amakusa. We went 
to celebrate my friend’s birthday, he is now 
twenty-four. Kagoshima is gorgeous. We went 
to Sakurajima, one of the most active volcanos 
in Japan. Before coming to Japan, I had never 
seen a volcano before. Now, I have seen several. 
Many Japanese people enjoyed talking to us 
and giving us recommendations in Kagoshima. 
Everyone was very kind!
Next, I went to Osaka from March 21st to 
March 24th. Osaka is very different from 
Kagoshima but equally as enjoyable. I went 
with two of the ALTs from Yatsushiro. First, 
we went to Universal Studios Japan which 
was very exciting. It reminds me of Canada’s 
Wonderland in Toronto. I really enjoyed 
going on the rides. We also visited Osaka Castle 
and made a trip to Nara to visit Deer Park. 
Both places were a lot of fun.
Last weekend, March 30th, was hanami. 
Hanami doesn’t exist in Canada, but I’m glad 
I got to experience it in Japan. I went to 
Kumamoto Castle with many of the ALTs 
from Kumamoto Prefecture. The cherry 
blossoms were incredibly beautiful, and the 
weather was perfect. I hope you all had an 
enjoyable hanami and spring vacation. I’m 
excited to continue teaching English in the 
new school year! Until next time.

　進級おめでとうございます。みなさん、新学期に
向けた準備ができ、わくわくしていることと思いま
す。春休みももうすぐ終わるので、楽しんでほしい
と思います。私は春休み中に旅行をしたので、その
ことをお話します。 
　日本はとても美しい国です。故郷のトロントと
は違った景色がたくさんあります。 3 月 15 日から
17 日まで、友人の 24 歳の誕生日のお祝いに、天草
のALTたちと鹿児島に行きました。鹿児島はとて
も魅力的な所でした。まず、日本で最も活発な火山
の一つ、桜島に行きました。日本に来る前は見たこ
ともなかった火山を今、いくつも見ることができま
した。鹿児島では日本の人たちと会話を楽しんだり、
おすすめを教えてもらったりしました。みなさんと
ても親切でした！
　次に、3月 21 日から 24 日まで、八代のALT2 人
と大阪に行きました。大阪は鹿児島とは全然違いま
したが、どちらもとても楽しかったです。まず、ユ
ニバーサルスタジオジャパンに行きました。私はト
ロントにあるカナダワンダーランドを思い出しまし
た。アトラクションの乗り物も本当に楽しかったで
す。また、大阪城や奈良のシカ公園にも行きました。
どちらもとても楽しかったです。
　先週末（3月 30 日）は花見をしました。花見は
カナダには存在しませんが、日本で経験できてうれ
しいです。私はたくさんの熊本県のALTと共に熊
本城に行きました。桜はとても美しく、天気も最高
でした。皆さんも、花見や春休みを楽しんだことと
思います。新学期でも、英語の時間を通して皆さん
と過ごせることをうれしく思います。では、また、
皆さんにお会いできるのを楽しみにしています。

（４月 10 日作成）

McIlvride Madeline MarieNew School Year!

新学期！

外国語指導助手（ALT)

HELLOHELLO
KashimaKashima

 

春
休
み
に
、
天
草
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
面
々
と
旅

し
た
鹿
児
島
の
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
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掛須　ゆかり
（鯰）

永
瀬　

朝
香
さ
ん
（
嘉
島
東
小
３
年
）喰田　一子さん（鯰）

ひ
い
ま
ご
の
手
伝
い
植
え
し
じ
ゃ
が
い
も
の
ま
だ
芽
が
出
な
い
と
土
な
で
て
言
う 

大
塚
シ
ズ
子

夫つ
ま

と
見
る
河
津
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
吾
が
心
に
も
春
灯
り
け
り 

川
原　

涼
子

祭
壇
に
黒
い
リ
ボ
ン
を
か
け
ら
れ
て
夫
が
写
真
の
中
に
笑
え
り 

北
澤
喜
美
子 

指
先
の
傷
の
痛
み
が
消
え
る
頃
平
成
さ
い
ご
の
正
月
が
ゆ
く 

工
藤　

明
子

鴨
去
り
て
江
津
湖
に
浮
か
ぶ
舟
一
艘
漕
ぎ
手
四
人
の
掛
け
声
響
く 

栗
﨑　

廉
子

大
地
よ
り
出
で
な
ん
と
す
る
筍
を
土
を
か
き
わ
け
春
を
掘
る
ほ
る 

境　
　

益
代

枝
々
を
素
抜ご

く
が
ご
と
く
葉
を
落
と
す
唐

ト
ウ
カ
エ
ル
デ
楓
は
冬
の
シ
ン
ボ
ル 

津
出
ト
ヨ
子

そ
の
前
に
眼
鏡
は
ず
し
て
蓋
を
取
る
わ
ん
と
顔
に
く
る
ふ
ぐ
ち
り
の
湯
気 

冨
永　

照
代

朝
起
き
て
体
温
、
体
重
お
ま
い
り
と
ホ
ッ
ト
息
つ
く
今
日
も
生
き
て
く 

西
岡　

幸
止

み
そ
汁
の
わ
か
め
は
し
先
に
は
さ
む
時
夫
の
指
先
義ち

ち父
に
よ
く
似
る 

橋
本
ユ
キ
子

幼
な
子
は
母
を
心
の
基
地
と
し
て
無
心
に
笑
い
無
心
に
遊
ぶ 

林　

ひ
ろ
み

女
三
人
料
理
持
ち
寄
る
ラ
ン
チ
会
野
菜
サ
ラ
ダ
の
ボ
ウ
ル
大
き
め 

本
住　

晴
美

紫
の
小
粒
の
涙
か
ム
ス
カ
リ
は
寒
の
緩
ん
だ
早あ

さ朝
に
生
ま
れ
る 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「
さ
く
ら
」

「主役は…」
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４月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・課長会議　・非常勤職員辞令交付
 ・辞令交付式、庁内常会
 ・嘉島町農業委員任命書交付式第1回農業委員会
 ・熊本県町村会辞令交付式
 ・熊本県市町村職員共済組合面会応対
 ・上益城消防長来庁応対
 ・上益城地域振興局長来庁応対
 ・教職員辞令交付および受け入れ式
 ・上益城広域連合辞令交付式
 ・嘉島町交通指導員委嘱状交付式
 ・介護認定審査会委員辞令交付式
２日 ・嘉島町消防団長来庁応対
 ・JAかみましき副組合長来庁応対
 ・新規採用教職員受け入れ式
 ・熊本県総務部長来庁応対
３日 ・長期派遣職員辞令交付　・消費生活相談員辞令交付
 ・倉岡紙工地鎮祭　・熊本大学伊藤教授来庁応対
 ・全国町村会視察来庁応対
４日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本日日新聞社取材
 ・東海大学、東海大学医療技術短期大学入学式
５日 ・愛知県一宮市職員派遣お礼訪問
７日 ・鯰生産組合総会　・滝河原区総会
 ・上島生産組合総会
８日 ・課長会議　・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
９日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・嘉島東小学校入学式
 ・嘉島中学校入学式　・イオン九州開発部長来庁応対
10日 ・熊本県共同募金会来庁応対
 ・宮崎県土地改良事業団体連合会来庁応対
 ・嘉島幼稚園入園式　・熊本県警友会来庁応対
 ・熊本県交通安全推進連盟来庁応対
11日 ・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
 ・ケーズデンキ来庁応対
 ・北九州市職員派遣お礼訪問
12日 ・天草市職員派遣お礼訪問
13日 ・スーパーキッズオーケストラ2019
14日 ・上六嘉区総会　・上島区総会
15日 ・課長会議
 ・自衛隊北熊本駐屯地第42即応機動隊連隊中隊長来庁応対
 ・嘉島町消防団辞令交付式
16日 ・イオン熊本店長来庁応対
 ・熊本県共同募金会配分交付式
 ・緑川の日実行委員会
18日 ・ＵＲ九州支社長来庁応対　・嘱託員会議
19日 ・障がい者総合支援審査会委員辞令交付式
 ・嘉島町商工会青年部通常総会
20日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会
 ・清水宇蔵商店「創業150周年感謝の集い」
22日 ・課長会議　・熊本県都市計画課長来庁応対
 ・ＪＡかみましき来庁応対
 ・芝原土地区画整理事業地権者説明会
23日 ・自衛隊家族会役員会　・熊本交通運輸竣工式
 ・熊本県議会への要望活動　・熊本県統計協会評議員会
 ・熊本県町村会要望活動　・熊本県町村会評議員会
24日 ・糸田堰土地改良区新理事長来庁応対
 ・滝河原土地区画整理審議会　・上益城郡内町長会議
25日 ・上下益城郡税務職員（併任）に伴う辞令交付式
26日 ・全国道路利用者理事会
28日 ・下仲間区総会
29日 ・緑川の日
30日 ・天皇陛下退位礼

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

蜂
屋　

洋　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

榮
一　

様

　

宮
田　

金
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

定　

様　

　

吉
田　

シ
ヅ
エ　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

直
行　

様

　

宮
﨑　

孝
博　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

ミ
チ
子　

様

　

川
越　

英
樹　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

シ
ズ
子　

様

　

香
田　

英
俊　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

千
鶴
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

４
月
11
日
現
在

　

年
度
替
わ
り
は
新
た
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
る
時

季
で
す
。
町
内
３
小
中
学
校
に
も
町
外
か
ら
着
任

さ
れ
た
気
鋭
の
先
生
方
、
ま
た
新
規
採
用
の
念
願

を
か
な
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
先
生
方
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　
「
嘉
島
は
初
め
て
」
と
い
う
先
生
方
に
説
明
し

た
町
の
現
状
、
水
害
克
服
や
震
災
復
興
な
ど
平
成

の
様
変
わ
り
に
は
た
め
息
も
。
た
だ
、
先
生
方
へ

の
お
願
い
は
令
和
改
元
で
も
同
じ
。「
町
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
、
そ
し
て
伸
び
伸

び
お
導
き
く
だ
さ
い
」
と
申
し
添
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
町
内
で
は
新
た
に
「
ケ
ー
ズ
デ
ン

キ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、「
熊
本
交
通
運
輸
」
の
新

た
な
物
流
拠
点
も
完
成
。
さ
ら
に
「
新
興
運
送
」

物
流
セ
ン
タ
ー
、「
倉
岡
紙
工
」
工
場
の
建
設
工

事
も
相
次
ぎ
始
ま
り
ま
し
た
。
新
元
号
に
改
ま
り
、

希
望
に
あ
ふ
れ
る
令
和
の
嘉
島
づ
く
り
に
と
っ
て

心
強
い
助
っ
人
、
大
切
な
仲
間
と
な
る
方
々
と
の

出
会
い
に
も
期
待
は
高
ま
り
ま
す
。（
５
月
１
日
）

町内の小中学校に今春、着任した教職員の受け
入れ式で歓迎のエールを送る荒木町長

意

輪

　

◇◇
お
断
り　

嘉
島
町
は
４
月
か

ら
熊
本
地
震
に
伴
う
相
談
を
業
務

内
容
の
担
当
各
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
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嘉島町の人口動態
平成31年４月30日現在

（前月比）

人   口 9,500 人　

　男　　 4,642 人　

　女　　 4,858 人

世帯数　 3,632 世帯　（＋23）

　

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
か
ら
令
和
へ
と
つ
な
が
る
10
連

休
を
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
と
い

う
と…

。

　

さ
て
広
報
か
し
ま
で
は
「
す
く
す

く
笑
顔
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
子
さ
ん

の
写
真
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募

集
中
で
す
。
10
連
休
の
す
て
き
な
思

い
出
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　（＋23）

　（＋14）

　（＋37）

　

嘉
島
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
あ
い
あ
い
」
で
３
月
23
日
、

利
用
者
ら
と
地
域
の
交
流

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

親
子
で
楽
し
む
企
画
が

め
じ
ろ
押
し
。
お
祭
り
ム
ー

ド
は
上
々
で
、
恒
例
の
乳

幼
児
ハ
イ
ハ
イ
、
よ
ち
よ

ち
レ
ー
ス
で
は
ゴ
ー
ル
と

逆
方
向
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ
す

る
子
や
動
こ
う
と
し
な
い

わ
が
子
に
懸
命
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
る
お
母
さ

ん
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い

猛
ダ
ッ
シ
ュ
？

☎

ま
し
た
。

　

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
衣

類
の
〝
お
さ
が
り
〞
リ
ユ
ー
ス
や

東
小
と
西
小
の
両
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
も
。

 

ご
両
親
：
宮
村
　
晃
生
さ
ん
、
莉
沙
さ
ん
（
鯰
）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

宮村　莉愛（りあ）ちゃん　5歳
　　　莉子（りこ）ちゃん　3歳
　　　晃史（こうじ）くん

平成30年３月９日生

「汽車とさくら」
吉富　雪子さん（北甘木）

ちぎり絵ちぎ
今月のコレクション

♪１歳になりました。お姉ちゃんいつもかわいがってくれて、
たくさん遊んでくれてありがとう。

ご
両
親
：
池
本
大
樹
さ
ん
、
知
香
さ
ん
（
上
六
嘉
）

池本　愛絆（ゆず）ちゃん　2歳
　　　陽葵（ひびき）くん

平成30年１月26日生

☆これからも2人仲良く成長してね。


